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社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
設
立
二
十
五

周
年
・
沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
開
館

二
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
平
成
二

十
四
年
十
一
月
六
日（
火
）に
「
第
十
回�

若
山
牧
水
顕
彰
全
国
大
会
」と「
第
十
一

回�

日
本
ほ
ろ
よ
い
学
会
」を
、
沼
津
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

二
十
五
周
年
の
節
目
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
内
容
を
と
い
う
こ
と
で
、
林
茂
樹

沼
津
牧
水
会
理
事
長
と
金
子
安
夫
理
事

を
中
心
と
し
て
記
念
事
業
実
行
委
員
会

を
設
置
し
て
、
細
か
な
内
容
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
検
討
を
し
て
き
た
。

　

大
会
当
日
、
実
行
委
員
は
揃
い
の
法

被
を
着
て
、
来
場
者
を
出
迎
え
た
。

「
若
山
牧
水
顕
彰
全
国
大
会
」は
、
山

内
達
哉
率
い
る
カ
ル
テ
ッ
ト
が
演
奏
す

る「
永
遠
の
旅
～
若
山
牧
水
～
」で
開

会
し
、
栗
原
裕
康
沼
津
市
長
の
歓
迎
の

挨
拶
に
つ
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
に
発
足
し
た「
全
国
牧
水
顕
彰
会
」

会
長
黒
木
健
二
日
向
市
長
の
代
理
と
し

て
、
北
村
秀
秋
日
向
市
教
育
長
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

若山牧水顕彰全国大会

栗原裕康沼津市長北村秀秋日向市教育長



3

　

つ
づ
い
て
、
牧
水
の
孫
の
若
山
聚
し
ゅ
う

一い
ち

氏
と
榎
本

篁む
ら

子こ

沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
館
長
、
及
び
日
向
市
、

宮
崎
市
、
延
岡
市
、
新
見
市
哲
西
町
、
那
智
勝
浦
町
、

愛
知
、
東
京
、
秩
父
市
、
所
沢
市
、
み
な
か
み
町
、

秋
田
市
、
裾
野
市
な
ど
か
ら
参
加
さ
れ
た
牧
水
を
顕

彰
す
る
団
体
の
方
々
の
紹
介
が
あ
り
、
最
後
に
、
林

理
事
長
が
、
本
大
会
の
主
催
者
と
し
て
の
挨
拶
を

行
っ
た
。

林茂樹沼津牧水会理事長

山内達哉率いるカルテット（左から、小堺香、井尻兼人、山内達哉、大河内淳矢）
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記

念

講

演

と

座

談

会　

　

開
会
式
の
後
、
歌
人
の
馬
場
あ
き
子
先
生（
朝
日

新
聞
歌
壇
選
者
）に
よ
る「
牧
水
と
旅
」と
題
す
る
記

念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

馬
場
先
生
が
檀
上
へ
上
が
る
と
大
き
な
拍
手
が
起

き
た
。
そ
の
拍
手
が
、
参
加
者
の
講
演
に
対
す
る
期

待
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

　

馬
場
先
生
は
、�『
み
な
か
み
紀
行
』の
う
ち
、
大
正

十
一
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
牧
水

の
歩
い
た
一
週
間
の
旅
を
中
心
に
、
馬
場
先
生
ご
自

身
の
た
ど
っ
た「
み
な
か
み
」の
旅
の
感
想
や
様
子
を

種
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
混
ぜ
な
が
ら
、
牧
水
の
旅
と

現
代
の
旅
の
違
い
を
た
の
し
く
語
ら
れ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
伊
藤
一
彦
先
生（
毎
日
新
聞
歌

壇
選
者
）の
司
会
で
、
栗
木
京
子
先
生（
読
売
新
聞
歌

壇
選
者
）、
小
島
ゆ
か
り
先
生（
産
経
新
聞
歌
壇
選

者
）、
米
川
千
嘉
子
先
生（
毎
日
新
聞
歌
壇
選
者
）と

い
う
豪
華
な
顔
ぶ
れ
に
よ
る
座
談
会「
女
流
歌
人
、

牧
水
を
語
る
」が
始
ま
っ
た
。

　

伊
藤
先
生
の
巧
み
な
リ
ー
ド
の
も
と
、
講
師
の
皆

さ
ん
が
、「
恋
」「
家
族
」「
自
然
」「
旅
」な
ど
を
テ
ー
マ

に
事
前
に
選
ん
だ
牧
水
の
短
歌
八
首
に
つ
い
て
、
選

ん
だ
理
由
を
述
べ
な
が
ら
、
牧
水
短
歌
の
特
徴
を
紹

介
し
、
牧
水
短
歌
へ
の
熱
い
想
い
を
話
さ
れ
た
。

　

牧
水
の
短
歌
に
つ
い
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
語
ら

れ
る
話
を
聴
い
て
、
牧
水
短
歌
を
鑑
賞
す
る
上
で
非

常
に
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
記
念
講
演
と
座
談
会
の
詳
細
は
、「
会
報
」

第
二
十
六
号
の
別
冊
に
掲
載
し
て
あ
る
。
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日 本 ほ ろ よ い 学 会
　
「
日
本
ほ
ろ
よ
い
学
会
」
は
、

「
日
本
酒
の
復
権
」
を
願
っ
て
、

平
成
十
一
年
十
月
に
秋
田
市
に

お
い
て
市
制
百
十
周
年
事
業
の

一
環
と
し
て
第
一
回
大
会
が
開

催
さ
れ
て
以
来
、
秋
田
、
東
京
、

宇
都
宮
、
沼
津
、
延
岡
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

沼
津
で
の
開
催
は
、
平
成

十
九
年
九
月
以
来
、
二
度
目
の

開
催
と
な
っ
た
。
会
場
を
三
階

か
ら
四
階
に
移
し
、
山
内
達
哉

率
い
る
カ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
開
会
し
た
。

　
「
日
本
ほ
ろ
よ
い
学
会
」
会

長
で
あ
る
佐
佐
木
幸
綱
先
生

（
朝
日
新
聞
歌
壇
選
者
）
の
「
牧

水
と
酒
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
記

念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
牧
水
の

「
酒
の
歌
」
三
百
六
十
余
首
の

中
か
ら
十
八
首
、
次
い
で
江
戸

時
代
以
降
の
歌
人
の「
酒
の
歌
」

及
び
馬
場
あ
き
子
、
伊
藤
一
彦

両
先
生
と
佐
佐
木
先
生
ご
自
身

の
「
酒
の
歌
」
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
。
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佐
佐
木
幸
綱
先
生
の
「
酒
の
歌
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演
の

後
、
酒
宴
と
な
っ
た
。
牧
水
に
ゆ
か
り
の
あ
る
秋
田
、
延
岡
な

ど
の
銘
酒
の
ほ
か
、東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
し
て
の
宮
城
、

福
島
の
銘
酒
も
取
り
揃
え
ら
れ
た
。

　

石
川
錬
治
郎
「
日
本
ほ
ろ
よ
い
学
会
」
副
会
長
の
発
声
で
、

延
岡
市
千
徳
酒
造
の
純
米
吟
醸
「
夢
の
中
ま
で
」
で
乾
杯
。
参

加
者
三
百
二
十
一
人
は
、
沼
津
の
名
物
を
酒
の
肴
（
針は
り

子こ

の
焙

り
、
桜
海
老
釜
上
げ
、
鰹
か
つ
お
の
た
た
き
、
煮
物
、
太た

刀ち

魚う
お

の
焼
物
、

酢
の
物
、
秋さ

ん

ま

刀
魚
の
棒
寿
司
、
鰯
い
わ
し
の
つ
み
れ
、
心
と
こ
ろ
て
ん
太
の
黒
蜜
か

け
）
に
、
用
意
さ
れ
た
銘
酒
を
思
う
存
分
酌
み
交
わ
し
な
が
ら

賑
や
か
に
交
流
が
深
め
ら
れ
た
。
全
国
の
牧
水
を
顕
彰
す
る
団

体
そ
れ
ぞ
れ
が
舞
台
に
上
が
っ
て
の
活
動
報
告
の
後
、
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
髙
田
紹つ
ぐ

代よ

さ
ん
に
よ
る
伊
藤
康や
す

英ひ
で

作
曲
「
牧
水
の
酒
の

歌
」
四
首
の
披
露
が
あ
っ
た

　

二
日
目
は
、「
全
国
牧
水
顕
彰
会
代
表
者
会
議
」
と
「
牧
水

歌
碑
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
行
な
わ
れ
た
。「
全
国
牧
水
顕

彰
会
」
が
発
足
し
て
の
第
一
回
代
表
者
会
議
が
牧
水
記
念
館
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、「
牧
水
歌
碑
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
は
、

乗
運
寺�

―�

千
本
浜
公
園�

―�

牧
水
記
念
館�

―�

香
貫
山�

―�

柿

田
川
公
園�

―�

三
島
大
社�

―�

三
島
駅
と
い
う
行
程
で
実
施
さ

れ
た
。
参
加
者
は
四
十
名
。
沼
津
に
も
う
一
泊
さ
れ
る
日
向
と

延
岡
の
一
行
は
、
千
本
浜
海
岸
に
戻
り
、
海
に
沈
む
夕
陽
を
見

て
、
大
い
に
感
動
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
夜
、
日
向
、
延
岡
の
一
行
と
沼
津
牧
水
会
の
有
志
で
晩

餐
会
を
催
し
、
再
び
賑
や
か
に
交
流
が
深
め
ら
れ
た
。
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秋 田 市 か ら の 参 加 者

日 向 市 か ら の 参 加 者

延 岡 市 か ら の 参 加 者
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東京からの参加者

新見市哲西町からの参加者

愛知からの参加者

所沢市からの参加者

秩父市からの参加者

那智勝浦町からの参加者

伊 豆 市 土 肥 か ら の 参 加 者
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田
原
大
三
東
京
牧
水
会
会
長

「
酒
の
歌
」を
熱
唱
す
る
髙
田
紹
代
さ
ん
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特
別
企
画
展　

牧
水
と
沼
津

�

～�

千
本
松
原
、
富
士
山
、
そ
し
て
・
・
・
。

　

社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
設
立
二
十
五
周
年
・
沼
津

市
若
山
牧
水
記
念
館
開
館
二
十
五
周
年
を
記
念
し

て
、「
牧
水
と
沼
津�

～�

千
本
松
原
、
富
士
山
、
そ
し

て
・
・
・
。」を
テ
ー
マ
に
、「
特
別
企
画
展
」が
平
成

二
十
四
年
十
一
月
三
日
か
ら
十
二
月
二
十
四
日
ま
で

開
催
さ
れ
た
。

　

十
一
月
三
日（
土
）午
前
十
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
催
さ
れ
、
林
茂
樹
沼
津
牧
水
会
理
事

長
と
栗
原
裕
康
沼
津
市
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
栗
原

市
長
、
榎
本
篁む
ら

子こ

沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
館
長
、

林
理
事
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
へ
の
参
加
者
五
十
余
人
。

　

展
示
内
容
は
、
牧
水
が
沼
津
に
移
り
住
ん
だ
大
正

九
年
か
ら
昭
和
三
年
九
月
十
七
日
に
亡
く
な
る
ま
で

の
間
に
焦
点
を
当
て
、
牧
水
が
愛
し
て
や
ま
な
か
っ

た
沼
津
千
本
松
原
の
当
時
の
風
情
を「
箱
庭
」で
再
現

し
、『
時
事
新
報
』に
寄
稿
さ
れ
た「
千
本
松
原
の
松
伐

採
反
対
」の
檄げ
き

文ぶ
ん

を
掲
げ
、
檄
文
に
登
場
す
る
樹
木

や
鳥
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た
。
生
き
た
樹
木
や
下
草

を
使
っ
た
「
箱
庭
」は
入
場
者
を
驚
か
せ
て
い
た
。
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新
た
に
発
見
さ
れ
た
牧
水
直
筆
の
半
切

　
　

か
る
た
と
り
う
め
ば
す
な
は
ち
と
り
い
で
て

�

吹
く
は
も
に
か
も
春
の
夜
の
曲

を
所
有
者
か
ら
借
用
し
て
会
場
正
面
に
展
示
し
、
千

本
松
原
や
富
士
山
を
詠
ん
だ
牧
水
直
筆
の
半
切
、
色

紙
、
短
冊
の
ほ
か
、
沼
津
周
辺
か
ら
望
む
富
士
山
の

写
真
二
十
四
点
を
展
示
し
て
入
場
者
の
目
を
た
の
し

ま
せ
た
。
ま
た
、
家
族
と
一
緒
に
撮
っ
た
写
真
や
旅

先
か
ら
家
族
に
宛
て
た
手
紙
な
ど
を
展
示
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
榎
本
篁
子
館
長
に
よ
る「
家

庭
人
と
し
て
の
牧
水�

～�

新
発
見
の
牧
水
短
歌
の
書

か
れ
た
半
切
に
つ
い
て�

～
」と
題
す
る
文
化
講
座
が

開
催
さ
れ
た
。
新
発
見
の「
半
切
」を
取
り
上
げ
つ
つ
、

家
族
を
愛
す
る
家
庭
人
と
し
て
の
牧
水
に
つ
い
て
語

ら
れ
た
。
参
加
者
は
四
十
九
名
。

　

十
一
月
二
十
四
日（
土
）午
後
一
時
三
十
分
か
ら
は
、

大
下
一
真
先
生（
鎌
倉
瑞
泉
寺
住
職
、
第
十
六
回
若

山
牧
水
賞
受
賞
者
）に
よ
る「
若
山
牧
水
と
伊
豆
の

歌
」と
題
す
る
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者

は
五
十
八
名
。

　

な
お
、「
特
別
企
画
展
」の
展
示
の
す
べ
て
を
写
真

集
と
し
て
収
め
た「
図
録
」が
制
作
さ
れ
、
好
評
で
あ

る
。（
沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
売
店
に
て
販
売
中
、

頒
価
二
百
円
）。

　

特
別
企
画
展
へ
の
参
会
者
は
一
千
人
余
で
あ
っ
た
。
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こ
の
た
び
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
の
沼

津
市
若
山
牧
水
記
念
館
の
開
館
記
念
日
に
、『
牧
水�

富
士
山
』を
刊
行
し
た
。

「
特
別
企
画
展
」に
併
せ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
、『
牧
水�

酒
の
う
た
』を
平
成
十
九

年
に
刊
行
し
た
際
に
解
説
を
し
て
い
た
だ
い
た
歌
人
佐
佐
木
幸
綱
先
生
に
、
解

説
を
お
願
い
し
た
。

　

静
岡
県
は「
富
士
山
を
世
界
遺
産
に
」と
い
う
願
い
を
込
め
、
二
月
二
十
三
日

を「
富
士
山
の
日
」に
制
定
し
た
。
佐
佐
木
先
生
は
、「
富
士
山
の
日
」制
定
記
念

の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た『
富
士
山
百
人
一
首
』の
編
集
委
員
と
し
て
選
歌
に

携
わ
り
、
富
士
山
を
詠
ん
だ
歌
が
、
古
典
か
ら
現
代
ま
で
膨
大
な
数
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
知
っ
た
と
い
う
。

　

牧
水
は
八
千
余
首
の
短
歌
を
作
っ
た
が
、
富
士
山
を
詠
ん
だ
歌
が
百
三
十
首

あ
る
。『
牧
水�

富
士
山
』で
は
、
富
士
山
を
詠
ん
だ
短
歌
の
ほ
か
に
、
富
士
山

に
つ
い
て
書
か
れ
た
随
筆
七
篇
、
紀
行
文
四
篇
、
童
謡
三
篇
に
加
え
、
富
士
山

を
詠
ん
だ
短
歌
を
刻
ん
だ
牧
水
歌
碑
、
沼
津
周
辺
か
ら
望
む
富
士
山
の
写
真
、

随
筆
や
紀
行
文
に
記
さ
れ
た
地
名
と
旅
の
ル
ー
ト
を
示
し
た
地
図
を
掲
載
し
た
。

　

牧
水
は
富
士
山
が
大
好
き
で
、
富
士
山
の
見
え
る
沼
津
に
家
を
建
て
、
富
士

山
を
眺
め
な
が
ら
過
ご
し
た
。
沼
津
に
居
を
構
え
た
こ
と
で
、
富
士
山
の
見
え

る
場
所
に
頻
繁
に
出
か
け
た
。『
牧
水�

富
士
山
』を
と
お
し
て
、
牧
水
の
富
士

山
へ
の
熱
い
想
い
に
共
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
本
会
は
、『
牧
水�

富
士
山
』を
沼
津
市
教
育
委
員
会
を
と
お
し
て
、

沼
津
市
内
の
小
中
学
校
に
総
数
二
百
数
十
冊
を
寄
贈
し
た
。

　
『
牧
水�

富
士
山
』は
頒
価
千
円
。
同
時
に
刊
行
し
た
栞
は
頒
価
三
百
円
。

記
念
出
版�

『
牧
水�

富
士
山
』
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宮
崎
・
鹿
児
島�

「
わ
が
ま
ま
歩あ
る

記き

」�

原　
　

悦　

子

　

う
す
曇
り
な
が
ら
、
ま
ず
ま
ず
の
天
候
の
二
月
五

日（
火
）、
前
年
と
同
じ
顔
ぶ
れ
の
面

（々
林
茂
樹
、

浅
井
治
、
長
澤
靖
夫
、
三
宅
芳
則
、
原
悦
子
、
大
島

葉
子
）が
、
宮
崎
市
の
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
る「
第
十
七
回�

若
山
牧
水
賞
授
賞
式
」へ
の
参
加

の
た
め
、
沼
津
を
発
っ
て
の
旅
に
向
う
。

　

羽
田
か
ら
空
路
宮
崎
へ･･･

。
ち
ょ
っ
と
待
て･･･

。

飛
行
機
嫌
い
の
林
理
事
長
が
こ
の
旅
を
承
知
し
た
の

が
不
思
議
で
お
か
し
く
、
た
の
し
い
旅
を
期
待
！

　

羽
田
を
飛
び
発
っ
て
、
美
し
い
雲
海
を
眺
め
な
が

ら
宮
崎
へ
。
機
内
で
は
、
少
々
聞
こ
し
召
し
て
い
た

理
事
長
も
、
飛
行
機
嫌
い
は
ど
こ
へ
や
ら
。
す
こ
ぶ

る
ご
機
嫌
で
特
別
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
な
く
無
事
到
着
。

　

空
港
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
夢
か
ぐ
ら
」に
て
昼
食
。

酒
豪
が
大
半
の
メ
ン
バ
ー
も
、
式
典
を
控
え
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
か
控
え
目
だ
っ
た
。「
お
む
す
び
」が

食
べ
切
れ
ず
に
パ
ッ
ク
に
詰
め
て
も
ら
っ
た
。
が
、

そ
こ
は
戦
中
派
が
多
い
面
々
、「
も
っ
た
い
な
い
」の

心
が
あ
る
と
思
う
も
の
の
、
後
で
本
当
に
片
付
く
の

か
と
い
さ
さ
か
気
に
な
り
な
が
ら
会
場
の
ホ
テ
ル
に

向
う
。

　

今
回
の
受
賞
者
は
大お
お

口ぐ
ち

玲り
ょ
う
こ子
氏
。
第
四
歌
集『
ト

リ
サ
ン
ナ
イ
タ
』に
よ
る
受
賞
で
あ
る
。
授
賞
式
の

前
半
は
、『
牧
水�

富
士
山
』の
販
売
を
手
伝
っ
て
聞
き

そ
び
れ
た
が
、
選
考
委
員
の
皆
さ
ん
が
口
々
に
受
賞

者
の
大
口
氏
に
対
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
大
い
に

期
待
す
る
と
の
賛
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

記
念
講
演
は
、
選
考
委
員
で
あ
る
佐
佐
木
幸
綱
先

生
に
よ
る「
富
士
山
と
牧
水
」。
牧
水
の
詠
ん
だ
富
士

山
の
短
歌
や
日
記
の
抜
粋
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
、

牧
水
が
い
か
に
富
士
山
を
愛
し
た
か
を
参
加
者
に
話

さ
れ
た
。

　

静
岡
県
が

刊
行
し
た

『
富
士
山
百

人
一
首
』
に
、

牧
水
が
沼
津

で
詠
ん
だ
歌

「
香
貫
山
い

た
だ
き
に
来

て
吾あ

子こ

と
あ

そ
び
久
し
く

居を

れ
ば
富
士

晴
れ
に
け

り
」
の
一
首

が
入
っ
て
い

る
こ
と
の
紹

介
も
あ
り
、

沼
津
牧
水
会

の
こ
と
も
多

く
話
さ
れ
、

少
々
鼻
が
高

か
っ
た
。
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祝
賀
会
も
華
や
か
に
行
わ
れ
、
場
所
を
移
し
て
の

二
次
会
も
和
気
藹あ
い
あ
い々

で
た
の
し
い
宴
だ
っ
た
。
新
た

に
一
人
宮
崎
の
友
人
が
出
来
た
こ
と
も
う
れ
し
い
限

り
で
あ
っ
た
。
三
次
会
に
ま
で
お
よ
び
、
浅
井
治
先

生
の
ご
友
人
松
田
總
一
郎
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
浅
井
先
生
！
皆
の
分
ま
で
し
っ

か
り
お
礼
を
申
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
ネ
。

　

二
日
目
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
お
願
い
し
た
三
宅
芳

則
氏
の
ス
ム
ー
ス
な
運
転
で
、
椰や

子し

の
並
木
を
眺
め

な
が
ら
霧
島
か
ら
鹿
児
島
へ
。
あ
い
に
く
雲
が
多
く

桜
島
を
ハ
ッ
キ
リ
見
ら
れ
ず
少
々
残
念
！
鹿
児
島
北

Ｉ
Ｃ
を
通
っ
て
仙せ
ん

巌が
ん

園え
ん

へ
。
こ
の
庭
園
は
薩
摩
藩
主

島
津
光
久
に
よ
っ
て
築
庭
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
整

備
も
行
き
届
い
て
、
こ
こ
か
ら
の
景
色
は
何
度
見
て

も
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
昼
食
前
に
名
物
の
両ぢ
ゃ
ん
ぼ
も
ち

棒
餅

を
食
す
。「
両
棒
」は
、
侍
の
二
本
差
し
か
ら
取
っ
た

名
と
の
こ
と
だ
。
昼
食
は「
花
ん
華
」の
奄あ
ま

美み

鶏け
い

飯は
ん

、

美
味
し
か
っ
た
か
ら
と
長
澤
靖
夫
氏
の
推
薦
だ
っ
た

が
、
自
分
の
わ
が
ま
ま
か
ら
好
き
な
物
を
頼
ん
で
し

ま
っ
て
迷
惑
を
か
け
て
ご
め
ん
な
さ
い
。
で
も
、
か

け
汁
の
味
見
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
出だ

汁し

の
効
い
た
よ

い
味
だ
っ
た
。
理
事
長
と
浅
井
氏
も
、
わ
が
ま
ま
を

言
っ
て
、
美
味
し
い
お
酒
を
た
の
し
ん
だ
よ
う
で
し

た
。
お
二
人
は
話
し
上
手
で
、
う
ら
や
ま
し
い
。
そ

の
間
、
私
た
ち
は
大
島
紬
の
里
の
見
学
に
出
か
け
た
。

　

糸
を
紬
ぐ
こ
と
か
ら
染
め
と
模
様
を
作
る
織
糸
を

拾
う
作
業
の
細
か
い
こ
と
。
と
て
も
自
分
に
は
出
来

な
い
根
気
の
い
る
作
業
だ
と
感
心
す
る
。
紬
の
お
値

段
の
高
い
の
も
頷
う
な
ず

け
る
。
売
店
で
大
島
嬢
は
お
し
ゃ

れ
な
マ
フ
ラ
ー
を
、
私
は
気
に
入
っ
た
色
の
紬
の
帽

子
を
買
っ
て
ご
き
げ
ん
で
宿
に
向
う
。

　

指い
ぶ

宿す
き

温
泉
「
秀
水
園
」に
到
着
後
、
砂
む
し
会
館

「
砂
楽
」に
て
、
砂
風
呂
を
体
験
す
る
。
こ
こ
で
も

サ
ウ
ナ
が
大
の
苦
手
の
私
は
熱
さ
に
我
慢
出
来
ず
、

五
分
と
、
も
た
ず
に
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
。
理
事

長
も
熱
い
熱
い
と
早
々
に
抜
け
出
た
よ
う
だ
。
他
の

方
々
は
熱
さ
に
強
い
の
か
、
十
五
分
以
上
は
埋
ま
っ

て
い
た
よ
う
だ
。
ひ
と
汗
か
い
た
後
、
身
内
だ
け
の

宴
に
な
る
。
食
前
酒
、
焼
物
、
替
鉢
、
留
椀
、
香
の

物
、
ご
飯
、
デ
ザ
ー
ト
と
盛
り
沢
山
の
献
立
で
、
戦

中
派
の
私
と
し
て
は
残
し
て
し
ま
う
の
は
本
当
に
心

苦
し
か
っ
た
が
、
ど
う
に
も
食
べ
切
れ
ず
、
ご
め
ん

な
さ
い
と
許
し
て
も
ら
う
。
美
味
し
い
物
を
ご
存
じ
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の
長
澤
氏
は
さ
す
が
健け
ん

啖た
ん

家か

。
い
つ
も
余
り
召
し

上
っ
て
い
る
の
を
み
た
こ
と
が
な
い
理
事
長
も
、

し
っ
か
り
召
し
上
が
っ
た
よ
う
だ
。
女
人
二
人
は

十
二
分
に
堪
能
し
、
も
う
ダ
メ
と
、
和
の
風
情
漂た
だ
よう

シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
部
屋
に
帰
っ
て
バ
ッ
タ
リ
。

　

三
日
目
も
、
三
宅
氏
の
運
転
で
、
八
時
半
に
宿
を

発
っ
て
池
田
湖
へ
。
運
が
良
け
れ
ば
イ
ッ
シ
ー
と
い

う
生
き
物
が
顔
を
出
す
と
か
。
湖
畔
に
あ
っ
た
イ
ッ

シ
ー
の
像
は
恐
竜
を
思
わ
せ
る
が
、
あ
い
に
く
顔
を

見
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
藍
色
の
水
面
と
開か
い

聞も
ん

岳だ
け

の

勇
姿
は
絵
に
描
き
た
い
風
景
だ
っ
た
。
旅
の
駅
に
い

た
大
う
な
ぎ
は
、
少
々
不
気
味･･･

。
食
べ
た
く
な
い
。

　

次
は
知
覧
特
攻
平
和
会
館
へ
。
貴
重
な
資
料
を
見

て
、
や
り
き
れ
な
い
思
い
だ
。
何
と
バ
カ
な
こ
と
を

と
、
戦
争
の
む
な
し
さ
を
改
め
て
思
い
知
る
。
今
ま

た
、
自
衛
隊
を
国
防
軍
に
と
か
、
憲
法
改
正
等
と
言

い
張
る
ヤ
カ
ラ
が
い
る
が
、
今
の
平
和
憲
法
は
守
ら

ね
ば
と
心
底
思
う
。
あ
あ
も
っ
た
い
な
い
。
あ
た
ら

若
い
命
を
散
ら
し
て
し
ま
う
な
ん
て
。
腹
が
立
つ
。

　
　

�

か
え
ら
じ
と
思
う
心
の
ひ
と
す
じ
に
玉
と
砕
け

て
御
国
守
ら
ん

　

こ
ん
な
短
歌
を
残
し
て
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
若
者

を
ど
う
思
う
の
だ
ろ
う
か･･･

。
私
が
何
と
叫
ん
だ

と
こ
ろ
で
ゴ
マ
メ
の
歯
ぎ
し
り
か･･･

。
今
の
平
和

に
感
謝
し
つ
つ
、「
無
双
蔵
」「
薩
摩
庵
」を
目
指
す
。

　

さ
つ
ま
揚
、
か
る
か
ん
の
製
造
過
程
と
焼
酎
の
製

造
過
程
を
見
学
し
、
お
み
や
げ
の
買
い
物
を
楽
し
む
。

　

少
し
曇
っ
て
来
て
風
も
冷
た
く
な
っ
て
来
た
の
で
、

次
の
目
的
の
昼
食
場
所「
さ
つ
ま
路
」へ
。
献
立
の
さ

つ
ま
揚
げ
膳
に
舌
鼓
。
昨
日
の
ル
ー
ト
に
戻
っ
て
鹿

児
島
北
Ｉ
Ｃ
を
経
て
溝
辺
鹿
児
島
空
港
Ｉ
Ｃ
を
過
ぎ

て
車
を
返
却
。
三
宅
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

鹿
児
島
空
港
に
て
待
つ
こ
と
小
一
時
間
、
皆
さ
ま

ま
だ
お
み
や
げ
が
買
い
足
り
な
い
様
子
に
て
お
店
を

廻
っ
て
い
た
。

　

夕
暮
れ
迫
る
頃
、
帰
路
に
向
け
て
飛
び
立
っ
た
。

夕
焼
け
を
浴
び
た
富
士
山
が
見
え
た
時
は
、
何
と
な

く
ほ
っ
と
し
た
よ
う
な
、
こ
の
旅
を
終
わ
り
た
く
な

い
よ
う
な
、
い
さ
さ
か
の
寂
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
っ

た
。
間
も
な
く
宝
石
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な

都
会
の
灯
を
眼
下
に
し
な
が
ら
羽
田
着
。
品
川
駅
か

ら
歩
い
て
今
回
最
後
の
宴
の
場「
稲
田
屋
」へ
。
こ
の

店
は
、
鳥
取
の
造
り
酒
屋
が
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
な
お
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
無
事
に
旅

が
出
来
た
こ
と
な
ど
を
語
り
、
楽
し
い
宴
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
一
路
沼
津
へ
の
帰
途
に
つ
く
。
今
回
の

旅
は
、
い
い
講
演
を
聞
き
、
勉
強
に
も
な
っ
た
し
、

楽
し
く
お
酒
も
飲
ん
で
、
美
味
し
い
も
の
も
食
べ
、

友
人
も
出
来
、
実
に
実
り
の
多
い
旅
で
し
た
。
わ
が

ま
ま
を
言
っ
て
申
し
訳
な
か
っ
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
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第
59
回
沼
津
牧
水
祭

碑
前
祭
・
芝
酒
盛

　
　
　
　
　
　

十
月
二
十
一
日（
日
）午
前
十
一
時

　

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
秋
晴
れ
の
下「
沼
津
牧
水

祭
・
碑
前
祭
」が
開
催
さ
れ
、
林
茂
樹
理
事
長
の
挨

拶
で
開
会
と
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
四
年
は
、
社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
設

立
二
十
五
周
年
・
沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
開
館

二
十
五
周
年
の
記
念
の
年
で
あ
り
、
林
理
事
長
か
ら

十
一
月
三
日（
土
）か
ら
始
ま
る「
特
別
企
画
展
」、

十
一
月
六
日（
火
）に
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
る「
若
山
牧
水
顕
彰
全
国
大
会
」「
日
本
ほ
ろ
よ
い

学
会
」の
案
内
が
あ
っ
た
。　
　

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
栗
原
裕
康
沼
津
市
長
、
工
藤

達
朗
沼
津
市
教
育
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
急
用
の
た
め

欠
席
さ
れ
た
榎
本
篁む
ら

子こ

記
念
館
館
長
に
代
わ
っ
て
、

林
理
事
長
が「
幾
山
河
の
歌
碑
」に
献
酒
を
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
牧
水
高
弟
の
故
大
悟
法
利
雄
氏
の
朗

詠
に
よ
る
牧
水
短
歌
と
長
詩
を
バ
ッ
ク
に
、
花
柳
寿

宗
師
の
華
麗
な
日
本
舞
踊
が
披
露
さ
れ
た
の
ち
、
中

学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
た
。

沼
津
市
内
十
五
校
か
ら
前
年
度
を
上
回
る
二
三
四
二

首
も
の
応
募
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
、
特
選
十
首

に
選
ば
れ
た
中
学
生
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
次
々
に
碑

前
に
並
ん
だ
。
作
品
を
読
み
上
げ
る
と
、
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
、
表
彰
状
を
受
け
取
る
中
学
生
の
は
に

か
ん
だ
顔
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

「
牧
水
の
う
た
」を
歌
う
会
の
牧
水
短
歌
四
首
の
合

唱
で
、
碑
前
祭
の
式
典
は
終
了
と
な
っ
た
。

　

青
木
畝ほ

堂ど
う

氏
の
澄
ん
だ
重
厚
感
の
あ
る
尺
八
の
音

色
が
会
場
内
に
響
き
渡
る
中
、
後
半
の「
芝
酒
盛
」の

準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　

準
備
も
整
い
、
田
原
大
三
東
京
牧
水
会
会
長
、
工

藤
教
育
長
、
城
内
務
沼
津
市
市
議
会
議
長
、
林
理
事

長
に
よ
る
鏡
割
り
の
後
、
城
内
市
議
会
議
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
芝
酒
盛
が
始
ま
っ
た
。
会
場
は
一
転
し
て

お
祭
り
ム
ー
ド
に
な
り
、
ご
遠
方
か
ら
ご
参
加
い
た

だ
い
た
来
賓
の
方
々
や
参
加
者
は
、
芝
酒
盛
オ
リ
ジ

ナ
ル
弁
当
を
酒
の
肴
に
、
本
会
が
用
意
し
た
日
本
酒

を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
を
た
の
し

ん
だ
。

　

岳
心
流
沼
津
愛
吟
国
風
会
に
よ
る
詩
吟
、
ぬ
ま
づ

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
合
唱
、
沼
津
ハ
ー
モ

ニ
カ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
合
奏
と
つ
づ
き
、
み
ん
な
で
歌

お
う「
日
本
の
歌
・
牧
水
の
歌
」で
は
、
懐
か
し
い
歌

を
合
唱
し
、
渡
辺
総ふ
さ

生お

氏
が
自
ら
作
曲
し
た「
牧
水

の
歌
」を
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
で
披
露
し
た
。

　

沼
津
牧
水
会
会
員
で
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
髙
田
紹つ
ぐ

代よ

さ
ん
が
、
牧
水
の「
酒
の
歌
」四
首（
伊
藤
康や
す

英ひ
で

作
曲
）

を
熱
唱
し
、
参
加
者
全
員
が
、
復
興
支
援
ソ
ン
グ

「
花
は
咲
く
」を
大
き
な
声
で
一
緒
に
歌
っ
た
。

「
裾
野
五
竜
太
鼓
保
存
会
」と「
よ
う
そ
ろ
」の
力
強

く
迫
力
の
あ
る
太
鼓
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
た
の
し
く
充
実
し
た
沼
津
牧
水
祭
碑
前
祭
・
芝

酒
盛
で
あ
っ
た
。�

（
本
会
会
員　

栗
田
昭
子
）
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第
59
回
沼
津
牧
水
祭

　
短

歌

大

会

十
月
七
日（
日
）

午
前
十
時
三
十
分

沼
津
市
立
図
書
館

視
聴
覚
ホ
ー
ル

　

平
成
二
十
四
年
の
沼
津
牧
水
祭
短
歌
大
会
は
、
講

師
に「
り
と
む
」の
三さ
い
ぐ
さ
た
か
ゆ
き

枝
昻
之
先
生
を
お
招
き
し
て
行

わ
れ
た
。
作
品
数
百
五
十
七
首
、
当
日
の
参
加
者
は

百
六
人
。
午
前
中
は
三
枝
先
生
の
講
話
、
午
後
は
参

加
者
の
作
品
を
中
心
に
ご
批
評
を
い
た
だ
き
、
充
実

し
た
一
日
を
送
っ
た
。

　

講
話
は
、「
短
歌
の
魅
力
を
考
え
る
」と
い
う
切
り

口
で
、
藤
原
俊
成
の「
春
の
花
を
た
づ
ね
、
秋
の

紅も
み
ぢ葉

を
見
て
も
、
歌
と
い
ふ
も
の
な
か
ら
ま
し
か
ば
、

色
を
も
香か

を
も
知
る
人
も
な
く
、
な
に
を
か
本も
と

の
心

と
も
す
べ
き
」を
基
調
に
、
短
歌
の
諸
相
に
つ
い
て

話
さ
れ
た
。
短
歌
は
感
受
性
を
育
て
る
の
を
ま
と
め

と
し
て
、
短
歌
の
持
つ
力
な
ど
、
短
歌
作
品
を
挙
げ

な
が
ら
の
お
話
は
、
解
り
易
く
説
得
力
が
あ
っ
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、「
短
歌
の
記
録
性
と
い

う
か
、
短
歌
は
日
記
代
わ
り
の
詩
型
で
あ
る
」と
話

さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
長
い
間
、
日
記
短
歌
に
な
る

な
と
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
作
っ
て
来
た
私
に
と
っ

て
、
目
か
ら
鱗
う
ろ
こ

が
落
ち
た
よ
う
な
思
い
で
あ
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
作
品
を
例
と
し
て
、
機
会
詩
と

し
て
の
短
歌
の
有
用
性
、
記
録
性
、
事
象
だ
け
で
な

く
、
そ
の
折
々
の
思
い
、
感
性
ま
で
も
記
録
で
き
る

媒
体
と
し
て
の
短
歌
の
魅
力
を
改
め
て
教
え
ら
れ
た
。

　

午
後
の
歌
評
は
、
丹
念
に
作
品
を
読
み
と
っ
て
、

そ
の
是
非
を
素
材
か
ら
表
現
ま
で
懇
切
に
語
ら
れ
た
。

　

講
師
選
の
牧
水
賞
ほ
か
七
首
と
互
選
賞
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

牧
水
賞
一
席�

沼
津
市　

青
木
初
音

　
　

�

人
力
車
に
ゆ
ら
れ
分
校
の
坂
を
来
し
校
医
の
触

れ
る
手
は
ぬ
く
か
り
き

牧
水
賞
二
席�

浜
松
市　

幸
田
功
夫

　
　

�

幼
き
日
胸
躍
ら
せ
た
入
道
雲
ホ
ー
ム
に
通
う
バ

ス
よ
り
眺
む　

牧
水
賞
三
席�

足
利
市　

須
永
廣
子

　
　

�

ホ
タ
ル
っ
て
声
を
こ
ろ
し
て
泣
く
と
き
に
青
く

ひ
か
る
の
息
子
は
似
て
た
の

選
者
賞

　
　

�『
狭
き
門
』の
ペ
ー
ジ
に
恋
文
匿か
く

し
お
き
イ
ン

パ
ー
ル
戦
線
兄
は
征
き
た
り　

�

茅
ヶ
崎
市　

市
川
淳
代

朝
餉
炊
く
棚
田
の
お
米
ふ
つ
ふ
つ
と
厨
く
り
や
に
佐
賀

の
陽
の
に
ほ
ひ
と
ど
く�

�

沼
津
市�

土
屋
八
代
枝

赤
彦
の
庭
に
見
お
ろ
す
湖
は
夏
の
光
を
鋭
く
か

え
す�

長
泉
町　

伊
藤　

純

飼
主
の
少
女
の
留
守
を
文
鳥
が
米
と
ぐ
我
の
肩

に
と
ま
れ
り�

沼
津
市　

堀
内
裕
子

父
は
櫻
、
母
は
ダ
リ
ア
を
う
つ
つ
世
の
忌
の
花

と
し
て
わ
れ
に
残
せ
り�

静
岡
市　

杉
山
春
代

い
つ
か
読
む
い
つ
の
日
か
着
る
と
仕
舞
い
お
き

い
つ
ま
で
生
き
る
つ
も
り
か
吾
は

�

伊
豆
市　

鍵
山
た
み

軒
先
を
掠か
す

め
る
や
う
に
つ
ば
め
と
ぶ
子
つ
ば
め

の
待
つ
お
菓
子
屋
の
軒�

�

富
士
市�

福
西
美
枝
子

互
選
賞

　

市
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　

沼
津
市　

高
橋
公
子

　
　

�

ふ
く
よ
か
な
母
で
あ
り
し
に
わ
が
抱
く
壺
に
小

さ
く
を
さ
ま
り
に
け
り　
　

　

市
議
会
議
長
賞�

茅
ヶ
崎
市　

市
川
淳
代

　
　

�『
狭
き
門
』の
ペ
ー
ジ
に
恋
文
匿
し
お
き
イ
ン

パ
ー
ル
戦
線
兄
は
征
き
た
り

　

教
育
長
賞　
　
　
　
　
　
　

流
山
市　

森　

弘
子

　
　

�

み
ち
の
く
に
倒
れ
し
ま
ま
の
石
地
蔵
コ
ス
モ
ス

の
咲
く
野
辺
に
ほ
ほ
ゑ
む　

�

（
本
会
理
事　

須
永
秀
生
）
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春
風
の
吹
く
松
し
ょ
う
ら
い

籟
の
中「
雛
の
歌
会
」は
講
師
に
馬

場
あ
き
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

出
詠
歌
百
十
六
首
。
百
六
名
の
参
加
で
、
記
念
館

の
ラ
ウ
ン
ジ
は
た
く
さ
ん
の
人
々
の
熱
気
で
満
た
さ

れ
ま
し
た
。

　

着
物
姿
の
凛り

り々

し
い
馬
場
先
生
は
、
お
付
き
の
森

川
多
佳
子
さ
ん
の
読
み
あ
げ
る
出
詠
歌
に
つ
い
て
、

「
読
者
に
ど
う
伝
わ
る
か
」と
い
う
視
点
か
ら
、
表
現

の
重
要
さ
、
む
ず
か
し
さ
を
鋭
く
突
き
、
時
に
笑
い

を
誘
い
な
が
ら
話
さ
れ
る
内
容
に
、
私
た
ち
は
す
っ

か
り
魅
了
さ
れ
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。
批
評
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

�

小
さ
き
幸
ひ
ろ
い
て
作
る
冬
の
歌
温
き
陽
射
し

の
大
き
な
手
の
影�

後
藤
久
枝

「
小
さ
き
幸
」と
遠
慮
し
て
言
う
の
は
い
じ
ま
し
く

ち
ぢ
こ
ま
る
。「
大
き
な
手
の
影
」は
象
徴
し
過
ぎ
、

象
徴
し
過
ぎ
は
損
。

　
　

�

孫
に
雛
ひ
ひ
な

与
へ
て
逝
き
に
し
母
の
許
老
い
て
父
恋

ふ
七
段
飾
り�

飯
田
ふ
み
代

　

一
首
の
作
品
に
父
、
母
、
孫
な
ど
肉
親
の
登
場
人

物
が
多
す
ぎ
る
と
複
雑
に
な
り
、
関
係
が
分
か
り
に

く
く
な
る
。
祖
母
の
眼
か
ら
の
生
活
の
一
こ
ま
を
切

り
取
っ
た
表
現
を
。

　
　

�

道
の
べ
の
梅
か
ほ
り
た
る
里
に
入
り　

い
つ
し

か
時
は
過
ぎ
に
け
る
か
も�

飯
塚　

忍

「
い
つ
し
か
時
は
過
ぎ
に
け
る
か
も
」と
い
う
表
現

は
現
代
に
は
合
わ
な
い
。
齋
藤
茂
吉
で
は
な
い
の
だ

か
ら
。「
道
の
べ
の
」は「
道
の
べ
に
」、「
梅
か
ほ
り
」

は「
梅
の
か
ほ
れ
る
」、
結
句
は「
時
を
忘
れ
て
」に
し

た
い
。

　

先
生
の
選
ば
れ
た
作
品
十
首

梨
の
香
の
せ
し
こ
と
今
も
不
思
議
な
り
早
春
の

ベ
ン
チ
き
み
の
唇�

春す
の
は
ら原

照
子

欲
し
く
な
い
も
の
を
い
た
だ
き
オ
メ
デ
ト
ウ
と

い
う
新
年
は
百
二
歳
な
り�
渡
邉
つ
ぎ

ガ
リ
レ
イ
も
登
り
し
階
段
磨
り
減
り
て
ピ
サ
の

斜
塔
の
歴
史
は
重
し�

小
玉
正
朋

介
護
の
日
日
た
ま
に
は
野
良
の
空
気
吸
い
青
首

大
根
す
ぽ
す
ぽ
と
抜
く�

勝
亦
は
る
江

八
十
歳
に
は
八
十
歳
の
恋　

ほ
の
か
な
る
と
き

め
き
に　

侘
助
の
花
盛
る
か
な�

須
永
秀
生

耳
ま
で
も
す
っ
ぽ
り
お
お
う
こ
の
帽
子
真
冬
の

日
々
に
母
も
被
り
き�

川
辺
典み
ち

代よ

明
日
オ
ペ
の
夫
を
病
院
に
置
い
て
来
て
ガ
ラ
ン

と
音
の
す
る
よ
う
な
部
屋�

近
藤
ゆ
み
子

象
牙
彫
り
丈
一
寸
の
母
の
ひ
な
母
よ
り
多
く
春

を
か
さ
ね
る�

芦
澤
由
子

ミ
ニ
葉
牡
丹
が
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ひ
し
め
き
ぬ
女

性
専
用
車
両
に
は
乗
ら
ず�

望
月
チ
カ

五
病
息
災
と
言
ひ
つ
つ
夫
の
カ
レ
ン
ダ
ー
ハ
モ

ニ
カ
吹
く
日
が
○ハ
○ハ
○ハ
と
並
ぶ�

市
川
淳
代

　

馬
場
先
生
は
言
葉
の
こ
な
し
方
を
ど
う
し
た
ら
い

い
か
に
対
し
て
は
、
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
、
一
ヶ
月

に
三
十
首
ど
ん
ど
ん
作
る
、
あ
ま
り
こ
な
れ
過
ぎ
て

も
決
ま
ら
な
く
な
る
。
長
く
詠
っ
て
い
る
人
は
、
大

胆
に
自
分
の
歌
を
壊
す
こ
と
が
大
切
。
質
問
者
の

「
古
典
の
言
葉
を
ど
う
使
う
か
」に
は
、
答
え
て
、「
和

歌
な
ど
の
古
典
の
言
葉
を
ど
う
使
う
か
は
、
格
言
を

使
う
よ
り
難
し
い
。
ひ
ら
が
な
、
助
詞
、
助
動
詞
の

活
用
が
大
切
。「�

」を
多
用
す
る
と
う
る
さ
く
な
る
」

な
ど
な
ど
、
分
り
や
す
い
ア
ド
バ
イ
ス
に
納
得
。
出

詠
歌
と
参
加
者
の
多
さ
に
先
生
も
満
足
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
し
た
。�

（
本
会
会
員　

一
杉
智
子
）

第
25
回

 

雛
の
歌
会

三
月
三
日（
日
）

午
後
一
時
三
十
分

沼
津
市
若
山
牧
水

記
念
館
ラ
ウ
ン
ジ
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文　　化　　講　　座

家庭人としての牧水
～�新発見の牧水短歌の書かれた半切について�～

若山牧水と伊豆の歌

……………………………………………………………………………………………………………………

日　時　平成24年11月３日(土)�午前10時30分～12時
講　師　榎本篁子沼津市若山牧水記念館館長
会　場　沼津市若山牧水記念館会議室

日　時　平成24年11月24日(土)�午後１時30分～ 3時
講　師　大　下　一　真　氏（歌人、第16回若山牧水賞受賞者）
会　場　沼津市若山牧水記念館会議室
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文　　化　　講　　座

初心者のための短歌講座（午前） 牧水記念館短歌会（午後）

……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

日�時　平成24年４月～平成25年３月　毎月第２土曜日　午前・午後（全11回）
講�師　須 永 秀 生�氏

書 　 道 　 講 　座
日 時　平成24年４月～平成25年３月　毎月第３火曜日　午後（全10回）

講 師　成 田 真 洞 氏

牧水記念館俳句会
日 時　平成24年４月～平成25年３月　隔月第４日曜日　午後（全５回）

講 師　榎 本 好 宏 氏
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沼津市若山牧水記念館ラウンジ

　器楽アンサンブルの楽しみ

　　日　時：平成24年６月９日(土)
　　　　　　午後６時30分
　　出　演：トリオ　オルフェウス
� � 渡邉浩代（ピアノ）
� � 山本陽子（クラリネット）
� � 川島祐子（フルート）
　　来場者：40人

　　日　時：平成24年９月29日(土)
　　　　　　午後６時45分
　　出　演：神戸愉樹美
� ヴィオラ・ダ・ガンバ合奏団
　　　　　　　　神戸愉樹美　小澤絵里子
　　　　　　　　野口真紀　　橋爪香織
　　　　　　杉山佳代（チェンバロ）
　　来場者：90人

　音楽で描く風景画

「千の音色でつなぐ絆 in NUMAZU」

　　日　時：平成25年２月16日(土)
　　　　　　午後６時30分
　　出　演：山内達哉（ヴァイオリン）
� 小林真人（ピアノ）
� 井尻兼人（チェロ）�
� 大河内淳矢（尺八）
　　来場者：86人

古楽コンサートシリーズ28

　神戸愉樹美ヴィオラ・ダ・ガンバ合奏団

＆チェンバロ演奏会
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平 成 24 年 度 事 業 報 告

１　調査研究事業
　（1）第13回「百草園牧水歌碑祭」へ参加（主催：東京牧水会）
　	 	 日 時：平成24年 ８ 月26日㈰	正	午
　	 	 会 場：東京都日野市百草園　牧水歌碑前
	 	 参 加 者：磯崎剛、野村章、原悦子、三宅芳則、大島葉子
　（2）第62回	日向市の「牧水祭」へ祝電（主催：宮崎県日向市）
　	 	 日 時：平成24年 ９ 月17日㈪	午前10時
　	 	 会 場：	日向市東郷町坪谷	若山牧水生家裏牧水歌碑前及

び牧水公園ふるさとの家
　（3）第56回	暮坂峠「牧水まつり」へ祝電（主催：牧水詩碑保存会）
　	 	 日 時：平成24年10月20日㈯
��� � 会 場：群馬県吾妻郡中之条町　暮坂峠�
　（4）	第17回	「若山牧水賞授賞式」へ参加（主催：宮崎県、宮崎県

教育委員会、宮崎日日新聞社、延岡市、日向市）
	 	 日 時：平成25年 2 月 5 日㈫～ 2 月 7 日㈭
� � 会 場：宮崎市�宮崎観光ホテル
	 	 	 　（受賞記念講演会：日向市中央公民館	）
� � 受 賞 者：大�口�玲�子�氏「トリサンナイタ」
� � 参 加 者：�林茂樹、浅井治、長澤靖夫、原悦子、三宅芳則、

大島葉子

２　第59回沼津牧水祭の運営
　（1）短歌大会
� � 日 時：平成24年10月 7日㈰�午前10時30分～午後 4時15分
� � 会 場：沼津市立図書館　視聴覚ホール
� � 講 師：三�枝�昻�之�氏
� （第７回若山牧水賞受賞者、歌誌「りとむ」主宰）
	 	 応募短歌：157首
	 	 参 加 者：106人
　（2）碑前祭・芝酒盛
� � 日 時：平成24年10月21日㈰�午前11時～午後 2時45分
� � 会 場：千本浜公園　牧水歌碑前�
� � 参 加 者：496人

３　沼津市若山牧水記念館開館25周年記念事業の開催
　（1）特別企画展「牧水と沼津」
	 	 日 時：平成24年11月３日㈯～ 12月24日㈪	
	 	 会 場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ
	 	 入 場 者：1,003人
　（2）若山牧水顕彰全国大会　沼津大会
	 	 日 時：平成24年11月 6 日㈫	午後１時～４時30分
	 	 場 所：沼津リバーサイドホテル 3階
	 	 内 容：講　演「牧水と旅」馬場あき子	氏
	 	 	 　座談会「女流歌人、牧水を語る」
	 	 	 　	栗木京子	氏、小島ゆかり	氏、米川千嘉子	氏

（司会）伊藤一彦	氏
	 	 参 加 者：321人	
　（3）日本ほろよい学会
	 	 日 時：平成24年11月 6 日㈫	午後 5時～ ９ 時
	 	 場 所：沼津リバーサイドホテル４階
	 	 内 容：演　奏「永遠の旅	～	若山牧水」
	 	 	 　	山内達哉（ヴァイオリン）、大河内淳矢（尺八）、

井尻兼人（チェロ）、小堺香（ピアノ）	　　　　　
講演	「牧水と酒」	佐佐木幸綱	氏

	 	 参 加 者：321人	

４　文学講演会及び文学講座等の開催
　（1）文化講座「家庭人としての牧水
	 ～	新発見の牧水短歌の書かれた半切について	～	」
	 	 日 時：平成24年11月 3 日㈯	午前10時30分	～	12時
	 	 場 所：沼津市若山牧水記念館会議室
	 	 講 師：榎本篁子沼津市若山牧水記念館館長
	 	 参 加 者：49人	
　（2）文化講座「若山牧水と伊豆の歌」
	 	 日 時：平成24年11月24日㈯	午後１時30分	～	 3 時
	 	 場 所：沼津市若山牧水記念館会議室
	 	 講 師：大	下	一	真	氏（第16回若山牧水賞受賞者）
	 	 参 加 者：	58人	

会　　報　第25号　平成24年 5 月15日発行
館　　報　第49号　平成24年 9 月15日発行
� 第50号　平成25年 3 月15日発行
　�『牧水 富士山』� 平成24年11月1日刊行

総　会（第26回総会）� 平成24年 5 月10日㈭�午後 6時～ 7時10分
理事会　第 1回�（通算134回)�平成24年４月10日㈫�午後 6時～ 7時30分
� 第 2 回�（通算135回）�平成24年 5 月10日㈭�午後 7時10分～ 7時20分
� 第 3 回�（通算136回）�平成24年12月11日㈫�午後 7時～ 7時20分
� 第 4 回�（通算137回）�平成25年 3 月 6 日㈬�午後 6時～ 6時30分

　（3）第25回「雛の歌会」
	 	 日 時：平成25年 3 月 3 日㈰	午後 1時30分～ 4 時
	 	 会 場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ	
	 	 講 師：	馬	場	あき子	氏（若山牧水賞選考委員、　　

「かりん」主宰）
	 	 応募短歌：116首
	 	 参 加 者：106人
　（4）初心者のための短歌講座
	 	 日 時：平成24年 4 月～平成25年 3 月		
	 	 	 　毎月第 2土曜日	午前10時	～	12時
	 	 会 場：沼津市若山牧水記念館会議室
	 	 講 師：須	永	秀	生	氏
	 	 参 加 者：11回開催　延べ225人
　（5）牧水記念館短歌会
	 	 日 時：平成24年 4 月～平成25年 3 月		
	 	 　　　	 	 毎月第 2土曜日	午後 1時30分	～	３時30分
	 	 会 場：沼津市若山牧水記念館会議室	
	 	 講 師：須	永	秀	生	氏	
	 	 参 加 者：11回開催　延べ135人
　（6）牧水記念館俳句会
	 	 日 時：平成24年 4 月～平成25年 3 月　
	 	 　　　	 	 隔月第４日曜日	午後 2時	～ 4 時30分
	 	 会 場：沼津市若山牧水記念館会議室
	 	 講 師：榎	本	好	宏	氏	
	 	 参 加 者： 5回開催　延べ	86人
　（7）書道講座
	 	 日 時：平成24年４月～平成25年 3 月		
	 	 　　　	 	 毎月第 3火曜日	午後 1時	～ 3 時
	 	 会 場：沼津市若山牧水記念館会議室	
	 	 講 師：成	田	真	洞	氏
	 	 参 加 者：10回開催　延べ	85人
　（8）第23回「中学生短歌コンクール」募集・表彰
	 	 募集期間：平成24年 5 月16日㈬	～	 ９ 月10日㈪
	 	 応募短歌：2,342首（17校	2,342人）
	 	 入選短歌：52首
	 	 選 者：	青木朝子、須永秀生、杉山芳春、曽根耕一、　

星谷亜紀
	 	 表 彰：平成24年10月21日㈰	沼津牧水祭碑前祭にて
　（9）音楽イベント
　	 　　「器楽アンサンブルの楽しみ」
	 	 　日 時：平成24年 6 月 ９ 日㈯	午後 6時30分
	 	 　会 場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ
	 	 　出 演：	渡邉浩代（ピアノ）、山本陽子（クラリネット）、	

川島祐子（フルート）
	 	 　来場者：40人
	 	 古楽コンサートシリーズ	28
	 	 「神戸愉樹美ヴィオラ・ダ・ガンバ合奏団＆チェンバロ演奏会」
	 	 　日 時：平成24年 ９ 月29日㈯	午後６時45分
	 	 　会 場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ
	 	 　出 演：	神戸愉樹美、小澤絵里子、野口真紀、橋爪香織

（ヴィオラ・ダ・ガンバ）
	 	 	 　杉山佳代（チェンバロ）
	 	 　来場者：90人
　	 	 音楽で描く風景画	「千の音色でつなぐ絆	in	NUMAZU」
	 	 　日 時：平成25年 2 月16日㈯	午後 6時30分
	 	 　会 場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ
	 	 　出 演：	山内達哉（ヴァイオリン）、小林真人（ピアノ）、

井尻兼人（チェロ）、大河内淳矢（尺八）
	 	 　来場者：86人

5　企画展示
　（1）	｢中学生短歌コンクール」入賞歌作品展示
	 		 （成田真洞氏揮毫による特選歌10首、入選歌42首の短冊）
	 	 期 日：平成24年10月21日㈰～ 10月28日㈰
	 	 会 場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ	
	 	 入 場 者：145人
　（2）平成24年度書道講座受講者作品展示
	 	 期 日：平成25年 3 月20日㈬～ 3 月31日㈰
	 	 会 場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ	
	 	 入 場 者：252人
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瑞
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編 

集 

後 

記

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。
被
災
地
の
復
興
が
、

放
射
能
汚
染
の
影
響
も
あ
っ
て
遅
々
と
し
て
進
み
ま
せ
ん
。
被
災
し

た
方
た
ち
の
こ
と
を
思
う
と
心
が
痛
み
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を

心
か
ら
希
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
設
立
二
十
五
周
年
・
沼
津
市
若

山
牧
水
記
念
館
開
館
二
十
五
周
年
の
記
念
の
年
で
し
た
。

　

記
念
事
業
と
し
て
、
特
別
企
画
展「
牧
水
と
沼
津
」、「
若
山
牧
水
顕

彰
全
国
大
会
」、「
日
本
ほ
ろ
よ
い
学
会
」を
開
催
し
、
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
好
評
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
模
様
を
紙
面
で
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

な
お
、「
若
山
牧
水
顕
彰
全
国
大
会
」と「
日
本
ほ
ろ
よ
い
学
会
」の

「
講
演
録
」は
、
別
冊
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

開
館
記
念
日
の
十
一
月
一
日
に『
牧
水�

富
士
山
』を
発
刊
し
、
牧

水
の
富
士
山
へ
の
想
い
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
て
、『
牧
水�

富
士
山
』の
栞
も
発

行
い
た
し
ま
し
た
。
広
報
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た「
若
山
牧
水
賞
授
賞
式
」に
、
本
会
か
ら

六
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
報
告
を
原
悦
子
会
員
に
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
沼
津
牧
水
祭
・
短
歌
大
会
」の
講
師
に
三
枝
昻
之
先
生
、「
雛
の
歌

会
」の
講
師
に
馬
場
あ
き
子
先
生
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
両
会

と
も
に
充
実
し
た
歌
会
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
お
越
し
い
た

だ
い
た
両
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

恒
例
の「
沼
津
牧
水
祭
・
碑
前
祭
」も
好
天
に
恵
ま
れ
、
に
ぎ
や
か

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

文
化
講
座
と
し
て
は
、「
特
別
企
画
展
」の
開
催
中
に
、
榎
本
篁
子

館
長
の「
家
庭
人
と
し
て
の
牧
水
」、
大
下
一
真
先
生
の「
若
山
牧
水

と
伊
豆
の
歌
」の
講
演
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。「
短
歌
」「
俳
句
」

｢
書
道
」の
各
講
座
及
び「
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」も
好
評
で
し
た
。

　

本
年
度
も
、
諸
々
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

公
益
社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
定
款
（
抜
粋
）

第
一
条　

こ
の
法
人
は
、
公
益
社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
と
称
す
る
。

第
二
条　

こ
の
法
人
は
、
主
た
る
事
務
所
を
静
岡
県
沼
津
市
千
本
郷
林
一
九
〇
七
番
地
の
一
一
に
置
く
。

第
三
条　

�
こ
の
法
人
は
、
歌
人
若
山
牧
水
を
顕
彰
し
、
文
学
的
業
績
の
研
究
を
深
め
、
短
詩
型
文
学
の
普
及

を
図
り
、　

も
っ
て
、
教
育
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条　

こ
の
法
人
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

　

⑴�

歌
人
若
山
牧
水
に
関
す
る
調
査
研
究

　

⑵�

沼
津
牧
水
祭
（
短
歌
大
会
及
び
碑
前
祭
）
の
運
営

　

⑶�

文
学
講
演
会
、
文
学
講
座
等
の
開
催

　

⑷�

文
学
に
関
す
る
各
種
出
版
物
の
刊
行

　

⑸�

沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
の
管
理
運
営
の
受
託

　

⑹�

そ
の
他
こ
の
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条　

こ
の
法
人
に
次
の
会
員
を
置
く
。

　

⑴�

正
会
員　

こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
て
入
会
し
た
個
人
又
は
団
体

　

⑵�

賛
助
会
員　

こ
の
法
人
の
事
業
を
援
助
す
る
個
人
又
は
団
体

　

⑶�

名
誉
会
員　

こ
の
法
人
に
特
に
功
労
の
あ
っ
た
者
で
、
会
員
総
会
の
決
議
を
も
っ
て
推
薦
さ
れ
た
も
の

２　

前
項
の
会
員
を
も
っ
て
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
上
の
社
員
と
す
る
。

第
六
条　

�

こ
の
法
人
の
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
、
入
会
申
込
書
を
理
事
長
に
提
出
し
、
理
事
会
の
承

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
者
は
、
入
会
の
手
続
を
要

せ
ず
、
本
人
の
承
諾
を
も
っ
て
会
員
と
な
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条　

�

こ
の
法
人
の
事
業
活
動
に
経
常
的
に
生
じ
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
会
員
に
な
っ
た
時
及
び
毎
年
、

会
員
は
、
会
員
総
会
に
お
い
て
別
に
定
め
る
額
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。

　　
　
　
　

公
益
社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
入
会
金
及
び
会
費
規
程

第
一
条　

�

こ
の
規
程
は
、
公
益
社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
定
款
第
七
条
に
基
づ
き
、
入
会
金
及
び
会
費
に
つ
い

て
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条　

定
款
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
入
会
金
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

⑴　

正
会
員　

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

⑵　

賛
助
会
員　

三
〇
、〇
〇
〇
円
以
上

第
三
条　

定
款
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
会
費
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

⑴　

正
会
員　
　

五
、〇
〇
〇
円
（
年
額
）

　

⑵　

賛
助
会
員　
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